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大島葉子様とのインタビュー : ダイバーシティの推進は人権尊重そのもの、

誰もが自分らしく活躍を

GSAM 大島様は弁護士としてキャリ

アをスタートされ、GE ジャパン株式会

社執行役員ゼネラル・カウンセルと GE
デジタル・アジアのゼネラル・カウンセ

ルを兼任された後、現在はマイクロソフ

トのアシスタントゼネラルカウンセルとし

て、執行役員 政策渉外・法務本部長を

務めていらっしゃいます。企業内弁護

士になられる経緯など、これまでのキャ

リアパスについてお聞かせください。 

大島  大学在学中、専門性のある仕

事に就けばキャリアを中断しても再就

職しやすいのではないかと思い弁護士

を目指しました。弁護士になり東京での

渉外法律事務所勤務を経てアメリカの

ロースクール

に留学、その

後、東京の

事務所に籍

を置いたまま

NY の法律事

務所に勤務、

最終的にそ

ちらに転職して経験を積みました。日本

と関係のある案件に携わったある日、

基本的な日本の法律用語も覚束なくな

っていることに気づき、日本に帰国する

ことを考え始めました。同時に仕事と生

活のバランスが取りやすい企業内（イン

ハウス）弁護士になることを選び、GE
の日本支社で働き始めました。GE に

14 年在籍した後、約 3 年半前に AI や
クラウドソリューションを提供するマイク

ロソフトに移り、現在は日本の法務・政

策渉外部門を統括しています。GE で

社会の基盤を支える金融、エネルギ

ー、デジタルビジネスに携わり、デジタ

ルのインフラとしての重要性が増してく

ると感じ、デジタルビジネスを軸とする

企業に関心がいきました。 

GSAM デジタルや IT は比較的女性

が少ない分野とされていますが、これま

でのキャリアで女性としてご苦労された

こと、あるいは役立ったことはございま

すか？ 

大島  東京での法律事務所時代、会

議に行っても女性が 1 人や 2 人という

のが日常でした。アメリカの法律事務所

も入所するアソシエイトの男女比率は

 
1https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000
000031.000047512.html 

ほぼ同等ですが、パートナーになると、

２０年前当時はそのほとんどが白人男

性でした。女性であることを日々の業務

でハンディに感じることはあまりなかっ

た一方で、どうすればパートナーと良い

関係を築けるか、どのようにしたら面白

い仕事をもらえるかについて女性の同

僚と話したりしました。例えばサダム・フ

セイン政権時代のイラクの世界中の負

債をリストラクチャリングする案件は、

一緒に仕事をしたかったパートナーに

時間をもらい自分の関心など話した２

年後に突然電話をもらい携わることが

できました。振り返りますと 30 代後半

までは「女性だしそんなに上を目指さな

くてもいいのではないか」という潜在意

識があったと思いま

す。実際、昇進のチャ

ンスがあったときに自

分を卑下してそれを断

り、より下位の仕事を

選んだこともありま

す。自分はまだ能力

不足で管理職や上に

行くのは早いと女性の方が思いがちの

ように見受けられます。管理職になると

責任と共に自分の裁量も仕事を任せら

れる部下も増え、より大きな仕事ができ

る訳です。キャリアを迷っている人には

ぜひ昇進のチャンスを取りに行ってほし

いです。管理職にした会社側は昇進後

の成功をサポートする責任があります

が、そのサポートも手を挙げてチャンス

を掴んだ人に初めて与えられるもので

す。女性管理職の仕事としてマネジメン

トの魅力を伝えていくことも大事です

ね。一人ひとりが最高のパフォーマンス

を出すことが業績の向上に直結します

し、また自分のチームメンバーの成長

は喜びにつながります。 

GSAM 若手女性にとってとても参考に

なるアドバイスをありがとうございます。

大島様は現在の業務外で LGBTQ とア

ライのための法律家ネットワーク（以下

「LLAN」の理事としても活動されてお

り、ダイバーシティ推進に尽力されてい

らっしゃいますが、ダイバーシティにつ

いての認知を高める重要性を再認識さ

れた仕事上でのきっかけなどはあった

のでしょうか？ 

大島  社風もあり、企業内弁護士とし

てのキャリアスタートと同時にジェンダ

ー、LGBTQ+含む D&I の推進により積

極的に取り組むようになりました。

LGBTQ+についての活動は、当時 GE
キャピタルのグローバルのゼネラル・カ

ウンセルの友人が、ゲイであるお子さ

んの大学進学に辺りその身の安全につ

いて不安を感じているという話を聞いた

のがきっかけです。LGBTQ+の社員コ

ミュニティを作るタイミングと重なり、自

分にも何かできないかと思い活動を始

め、現在 LLAN の理事もさせていただ

いています。前職そしてマイクロソフトで

のアライシップのトレーニングコース受

講や当事者の話を聞く度に、無意識の

偏見含め常に新たな学びきがあり、継

続的に学ぶことが大事だと思っていま

す。ReBit の調査 1 によると LGBTQ+
当事者の 48%が自殺を考えた、14% 
が自殺未遂をした経験があるとのこと

です。法律に携わる者として D&I が人

権に直結していることを強く感じます。

また LGBTQ+当事者が安心して自分

らしく働ける職場は誰にとっても働きや

すく、パフォーマンス向上にもつながる

問題です。 
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1999 年、司法研修所修
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“ D&I 推進は人権問題として法

曹を担っているものとして取り組

む必要がある” 



 

 

GSAM マイクロソフトには Employee 
Resource Group というダイバーシティ

ネットワークがあるそうですね。多様な

人材をサポートするプログラムをはじめ

とする日本マイクロソフト社のダイバー

シティの取り組みについてご紹介いた

だけますか？ 

大島  マイクロソフトのミッションは、

「地球上のすべての個人とすべての組

織が、より多くのことを達成できるように

する」で、このミッションを実現するに

は、当社の顧客ベースと同様のダイバ

ーシティとインクルージョンを従業員間

でも実現する必要があります。宗教、年

齢、性別、性的指向、人種にかかわら

ず、当社は私たちが暮らす社会の縮図

となる従業員が日々職場でありのまま

でいることを心地よく感じる、魅力的な

企業でありたいと考えています。Black
＠Microsoft の黒人ネットワークをはじ

めとして、ヒスパニック、退役軍人など 9
つのダイバーシティネットワークがあり、

日本では女性、LGBTQ（GLEAM）、ワ

ーキングペアレンツ、障がい者（バリア

フリー）の 4 つのネットワークがありま

す。私自身は GLEAM のエグゼクティ

ブスポンサーをしています。 

GSAM 職場における女性の声につい

てお尋ねします。女性が職場でより実

力を発揮するためにやるべきことは何

だとお考えですか？大島様ご自身はど

のような役割が果たせるとお考えです

か？ 

大島  有志の活動だけでなく、経営

陣、会社としてのコミットが重要だと思

います。日本マイクロソフトでも管理職

含めあらゆる層で女性を増やすために

経営陣が一丸となって取り組んでいま

す。私自身は出

産、子育ての経験

がないのですが、

例えば送迎や寝か

しつけの時間の会

議などで悩む社員

がいれば、周囲の

配慮の重要性など

当事者が言いにくいかもしれないことを

私からも、場合により私が代わりに言う

ように心がけています。私の LGBTQ＋

のアライとしての活動も同じ発想なのか

もしれません。 

GSAM 大島様のようなダイバーシティ

推進のアライのリーダーが今後日本に

もっと増えていってほしいですね。で

は、少しテーマが変わりますが、大島様

のマイクロソフトでの業務とダイバーシ

ティ推進のかかわり方についてお伺い

します。現在の業務を通じて責任ある

AI に関わられていらっしゃるそうです

が、AI は過去のデータをもとにするた

め歴史的に存在している人々のバイア

スなどが意図せず含まれる場合もある

と思います。ダイバーシティに配慮した

形の AI とはどのようなものなのでしょう

か？ 

大島  ありがとうございます。生成 AI
の到来により社会の在り方が大きく変

わりつつあります。世界を変えうる技術

を届けるには世界の

あらゆる人への配慮

が大前提となりま

す。その観点から当

社の６つの AI 原則

には、公平性や包括

性も含まれていま

す。AI の製品やソリ

ューションを開発する際の意思決定者

が持っている無意識の偏見や無意識

の特権意識を把握し対応する必要があ

ります。例えば特定の人種のデータが

不足していたり顔認識の正確性が十分

でない場合、そのまま犯罪捜査に使わ

れてしまうと人権侵害になる可能性が

あります。２０１８年と少し前になります

が、カリフォルニア州の捜査当局が当

社の顔認識技術を捜査に使う関心を持

った際も、法が整備されるまで提供しな

い判断をしています。可能性を実感す

る最近の話としては、英語から地元の

言語に翻訳する AI チャットボットで、英

語ができないインドの

村人も何時間もかけ

て役所に出向かずに

政府手続きの申請が

できるようになった例

があります。 

GSAM 確かに、生成 AI のユーザー

側に対する配慮は大事ですね。生成 AI
によって世の中の仕事の仕方も変わっ

てきていると思いますが、女性が職場

でより実力を発揮するために AI はどの

ような役割が果たせるとお考えです

か？ 

大島  生成 AI を活用することで性別

問わず業務の効率化が可能になりま

す。専門技術がなくても生成 AI により

大多数の人が同じスタートラインとなる

仕事も生まれており、スキルアップ、キ

ャリアアップの機会が増えていると思い

ます。当社でも、急成長するクラウド、

AI、デジタル技術分野のジェンダーギャ

ップを解消するために、女性の開発者、

技術者および IT に関わる女性のスキ

ルアップを支援する

プログラム「Code; 
Without Barriers in 
Japan (CWBJ)」を
2024 年 5 月７日よ

り開始しました。女

性、特に非正規雇

用（派遣就労中）や

求職中の方にトレー

ニング、ネットワーキング、メンターシッ

プやサポートの機会を提供していま

す。   

GSAM 最後に、他の日本企業に対し

大島様より多様性促進のためのアドバ

イスを頂戴したいと思います。優秀な女

性エンジニアを探すのに苦労している

企業に対し何かアドバイスはあります

か？ 

大島  女性のエンジニアを増やすこと

に会社がコミットしていることが大前提

です。せっかく入社した女性社員に中

長期的に活躍してもらえるよう、中長期

的なキャリアプランの策定と定期的なレ

ビュー、ニーズに併せたメンター選任な

ど具体的な施策の実行が重要だと思い

ます。年功序列ではなく仕事の成果で

社員の評価をする制度も必要です。ま

た、中高生の頃から女性にも理系の魅

力を伝えていく、リスキリングの機会を

提供するなど長い目での種まきも重要

でしょう。「Let Them See What You 
See」、経営層に実体験や具体例を通

じて必要性、重要性について実感、腹

落ちしてもらうことが重要だと思いま

す。 

“当事者が言いにくいことを

私が代わりに言うように心

がけています” 

“世界を変えうる技術を届け

る際に世界のあらゆる人へ

の配慮が大前提” 



 

GSAM 弊社として投資先企業に取締

役会や従業員のダイバーシティのテー

マで対話を行っていますが、大島様の

おっしゃったアドバイスはとても参考に

なる内容ですね。特に経営層に多様性

促進の重要性についてきちんと理解し

てもらうことが我々も大事だと考えてい

ます。人種や性別等に限らず、企業の

経営陣において多様な意見が交わされ

るようになるにはどのような制度・体制

が望ましいのでしょうか？ 

大島  多様な意見が大事という価値

観の共有が必要だと思います。色々な

意見があると結論に至るまで時間はか

かりますが、最終的には一番成熟した

結論になるのではないでしょうか。多様

な意見を引き出すためには心理的な安

全性があり、お互いに多様な意見を取

り入れて考えられる透明性と好奇心が

重要です。様々なバックグラウンドの人

がいること、D&I の社会が進化している

ことを学ぶ場を会社として持つべきであ

り、現在の D&I の進捗を可視化し、評

価するのが大事です。マイクロソフトで

は昨年 11 月に DI のレポートを出して

おり、自分たちの進捗と課題を公開して

います。日本マイクロソフトも女性の活

躍推進含めまだまだ改善余地があり、

日本のリーダーシップが一丸となって引

き続き取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：GSAM 
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